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学 校 案 内

月 行 事 の 予 定
４ 入学式 始業式 健診 １年生を迎える会 総会PTA
５ 離任式 家庭訪問 新体力テスト 避難訓練

６ 硬筆展 プール開き ムジナモ集会

市内陸上記録会

７ 期末授業参観 終業式 サマースクール

８ 林間学校 親子除草作業PTA
校内絵画展９ 始業式 避難訓練 ｺﾐｭﾆﾃｨｰ体育祭むじなも

絵画展 遠足・社会科見学１０

市内音楽会 日曜参観 修学旅行 個人面談１１

持久走大会 校内書き初め展 祖父母参観 終業式１２

１ 始業式

２ 避難訓練 入学説明会 卒業を祝う会 授業参観

３ 卒業証書授与式 修了式

銀 蘭
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埼玉県羽生市大字弥勒８７番地
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FAX ０４８－５６５－１１５９

日 課 表 校舎等配置図

校 歌

１年間の主な行事

埼玉県羽生市立三田ヶ谷小学校

ムジナモ集会（ムジナモ放流）

野生のキジ

平成２４年度

地元三田ヶ谷生まれ 校歌や合唱曲 童謡などの作詞を多数手がけ ジ【 】宮澤章二 。 、 、『

ングルベル』の訳詞者としても知られる。詩『行為の意味』の一節 「心は見えないけれ、

ど、心づかいは見える 「思いは見えないけれど、思いやりは見える」が、東日本大震災」

のACジャパンCMで大量にオンエアされるようになり、メッセージ性が話題となる。

、 、【 】下総皖一 加須市砂原生まれ。たなばたさま 野菊など数多くの童謡・唱歌のほか

校歌も作曲した。著作権登録されている作品は1,200曲余りある。

平成 年度～ 年度 埼玉県指20 24

校地内には、絶滅危惧
種といわれる金蘭・銀
蘭が自生しています。

ムジナモとは？
モウセンゴケ科の食虫植物で、ミジンコなどの動物性プランクト

ンをとらえて栄養にします。ムジナ（タヌキ）のしっぽに似てい

ることからムジナモと呼ばれています。自生地「宝蔵寺沼」は国

の天然記念物に指定されていますが、三田ヶ谷小学校では、ムジ

ナモの増殖活動に力を入れ、年一度 「宝蔵寺沼」にムジナモを放、

流し保護活動を行っています。

金 蘭



年 概 要
明 6年 4月 三田ヶ谷小学校として、蓮台寺に開校。

明18年 4月 三田ヶ谷村は大越村と合併。本校を大越村に移

す。三田ヶ谷小は分校となる。

明22年 4月 三田ヶ谷村は大越村と分離。三田ヶ谷分校は独

立し三田ヶ谷尋常小学校となる。

明42年 4月 高等科を併設し三田ヶ谷尋常高等小学校と改称する。

明44年 9月 与兵衛新田に新校舎新築移転する。

昭16年 4月 三田ヶ谷国民学校と改称する。

昭22年 4月 三田ヶ谷小学校と改称する。

昭33年 6月 統合により廃校となった三田ヶ谷中学校（現在

地）校舎に児童の半数を移す。

昭37年 3月 旧三田ヶ谷小学校を廃し、現在地に新校舎を増

築して全児童が移転する。

昭37年 5月 新校舎落成式。(５月２７日)これを記念して開

校記念日とする。

昭53年度 新校舎が完成する。

昭58年 3月 体育館が完成する。

昭59年 9月 校旗を制作する。

昭59年 9月 県教育委員会委嘱放送教育の発表。

昭60年 7月 県教委・小体連委嘱体育研究発表。

平元年6月 ムジナモ栽培クラブが環境庁長官より地域環境

保全功労者として表彰される。

平 5年11月 県教委委嘱同和教育研究発表。

平 6年 3月 消防庁長官より全国優良少年消防クラブとして

表彰される。

平 9年12月 フラワーロードが完成する。

平11年 3月 校舎の耐震補強工事をする。

平12年 3月 コンビネーション遊具を設置する。

平13年 3月 プールが完成する。

平14年 3月 市教育委員会委嘱(算数科)研究発表。

平18年11月 市教育委員会委嘱(体育科)研究発表。

平19年 5月 ｢全国野鳥保護の集い｣にて野生生物保護功労者表彰

「環境省自然環境局長賞」を受賞する。

平20年 4月 埼玉県より｢野生の生きものとふれあう学校｣の

指定を受ける（５年間）

平20年 4月 国立教育政策研究所指定小・中連携教育研究

（東中学校区５校・２年間）

平21年 8月 校舎大規模改修工事が完了する。

平23年11月 市教育委員会委嘱(算数科)研究発表。

平24年 3月 埼玉県学校緑化コンクール優良校表彰を受ける。

平24年 4月 階段昇降機を設置する。

職・担当 氏 名 担任担当 氏 名
学 級 男 子 女 子 計 家庭数 校 長 ※ たんぽぽ ※ 顧 問 ※
たんぽぽ １ ０ １ ０ 教 頭 ※ １－１ ※ 会 長 ※
１－１ ７ ９ １６ ８ 教務主任 ※ ２－１ ※ 副会長 ※
２－１ １５ １０ ２５ １６ 養護教 諭 ※ ３－１ ※
３－１ ７ ７ １４ ８ 養護教 諭 ※ ４－１ ※ 監 事 ※
４－１ ９ ８ １７ １３ 事務主 事 ※ ５－１ ※
５－１ １１ １２ ２３ ２２ ※ ６－１ ※初任者指導教諭
６－１ １１ １３ ２４ ２４ 学習支援員 ※ ※ ※ ※ ※ ※非常勤講師
合 計 ６１ ５９ １２０ ９１ 給食補助員 ※ ＡＬＴ ※ （内科） （歯科） （眼科） （薬剤師）

校 医 等

各学年の児童数 Ｐ Ｔ Ａ本部役員
職 員

三田ヶ谷小ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ沿 革

《校章について》

中央の三小は三田ヶ谷小学校の頭文字と共に「知・徳・体」の三つを磨いて円満な人格と社会に役立つ子ども達を育成するという意味。また鏡はその形状から力強

く多方面に伸びる子供達並びに学校を取り巻く８つの地域（１区、２区、３区、日野手、与兵衛、喜右衛門、弥勒南、弥勒北）が固く手を取り合って、学校を支えな

がら親自らも鏡のように優れた人格を備えそれを子供達に映し導くことを願ったものである。外側の三と田の円形文字は三田ヶ谷の土地そのものであり、紺地は藍染

めのふるさとを、文字の黄金色は豊かに実った稲穂を象徴し、地域とともに未来に向かって生生発展する三田ヶ谷小学校の姿を強く求めたものである。


